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研究テーマ　精子の構造と機能、真核生物の鞭毛・繊毛

の構造と機能

研究概要

　精子は受精のために特殊化した細胞であり、生物の一

生のなかで唯一個体を離れて重要な任務を果たす細胞で

す。そこには、洗練された運動装置である鞭毛、遺伝情

報を小さく畳み込んだ精子頭部、卵と遭遇し合体するた

めに必要な先体部が存在し、受精を可能にしています。

この魅力的な細胞が、いかにして形成され、運動し、受

精するのか、その仕組みを分子のレベルで探っています。

特に受精時に見られる精子運動性の変化の機構について

は、細胞膜から軸糸に至るシグナルネットワークのプロ

テオミクス解析を進めています。精子には、ミリ秒以下

の素早いシグナルレスポンスを可能にするシグナル系と

力を発生する高性能分子モーターが存在しており、たい

へん魅力的です。

　研究材料としては、海産動物をいろいろ用いています

が、現在はカタユウレイボヤ (Ciona intestinalis) を
主に用いています。ホヤは我々ヒトと同じ脊索動物に属

し、発生における細胞系譜が確立している、オタマジャ

クシ幼生は細胞数が少ないながらも脊椎動物の基本ボ

ティプランを持っている、１世代が短い、ゲノム解析が

進んでいる、ゲノム構成がコンパクトである、など海産

動物の中でも優れた実験動物の一つです。精子や鞭毛繊

毛を、分子から個体まで研究する上で大変魅力的な生物

です。

　現在研究室では、具体的に以下の研究テーマが進行し

ています。

（１）分子モーターダイニンの調節機構：ダイニンのサ

ブユニット構成とサブユニット間相互作用、カルシウム

やリン酸化によるモーター活性制御について研究してい

ます。

（２）鞭毛の運動装置「軸糸」の分子構築：進化的に高

く保存された波打ちナノマシーンである軸糸がどのよう

な分子から組み立てられているのか、どのような分子間

相互作用により屈曲が生成するのかを調べています。

（３）受精時に見られる鞭毛運動活性化のシグナル伝達

機構：ホヤ卵から放出される精子活性化・走化性物質の

受容と細胞内応答の分子メカニズムを、プロテオミクス

の手法を駆使して調べています。

（４）受精における自己非自己認識の機構：自家不和合

性に関与する精子側因子の同定を進めています。また、

この分子の解析により、脊椎動物の免疫系の進化につい

ても言及したいと考えています。

（５）精巣特異的遺伝子群の解析：ゲノム情報を用いて、

精巣特異的に発現している遺伝子を特定し、その中で機

能未知であるものを中心に機能解析を進めています。
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図 . 研究材料であるカ
タユウレイボヤ（左）と
その精子（右）。挿入図
は鞭毛断面の電顕像）。


